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研究成果の概要（和文）：本研究の主要な成果、オンライン場における制度（e.g. 匿名性や評価システム）が
人々の行為や相互行為に与える因果的影響を検討するため、条件の異なる複数の社会（掲示板サイト）を構築
し、それぞれの場における人々の形成する社会秩序の特徴を比較検討するというマクロ社会学実験を行った。こ
れにより、オンライン場における人々の相互行為の詳細なデータを、ランダム化された条件の因果的影響と結び
つけて分析することが可能となった。その他、SNSにおける文化資本の社会関係資本への因果的影響を明らかに
するための架空SNS実験など、オンライン場の解析のためにビッグデータ分析と実験的手法を統合する複数の方
法を提案した。

研究成果の概要（英文）：One of the main outcome of this research project was the execution of a 
macro-sociological experiment, which involved constructing several different societies (bulletin 
board sites) with varying conditions to examine the causal effects of systems (e.g., anonymity and 
rating systems) in online fields on people's behavior and interactions. By comparing the 
characteristics of the social order formed by people in each society, we were able to link detailed 
data on people's interactions in online fields with the causal effects of randomized conditions. 
Additionally, we proposed several methods for integrating big data analysis and experimental methods
 to analyze online fields, such as a fictitious SNS experiment to elucidate the causal effects of 
cultural capital on social capital in SNS. These experiments and analyses have made it possible to 
better understand the dynamics of online societies.

研究分野：社会学

キーワード： 計算社会科学　分極化　ヘイトスピーチ　SNS　ソーシャルネットワーク　文化資本　社会関係資本

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で提案したビッグデータ分析と実験的手法を統合する方法を用いることで、オンライン場における人々の
行動をよりよく理解でき、また政策的階級に対してエビデンスを提供することができる。例えば、オンライン場
におけるハラスメントやヘイトスピーチをいかに削減するか、意見の極端化や分極化をいかに緩和し、建設的な
対話の場を構築するかといった政策的課題に対しても本研究の手法は有効である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究の目標は、計算社会科学の新たな方法論を用いて、オンライン場における社会秩序形

成メカニズムを解明することであった。オンライン場の動的プロセスを解明するためには、

計算社会科学的方法の援用が不可欠であるが、世界的に見てもいまだ社会学その他社会科

学の領域でこの新たな方法論を本格的に取り入れている研究例はそれほど多くなく、まし

てや日本においてはほとんど皆無であった．さらに、情報学その他で行われているビッグデ

ータ分析や自然言語処理を援用した既存の研究では、メカニズムの解明という理論志向が

弱く、個々の研究対象の定量的記述・実態報告に留まる傾向がある。こうした問題意識を背

景として本研究では、ビッグデータ分析と実験的手法を統合することによってオンライン

場のダイナミクスを解析することを目標とした。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的はビッグデータ分析と実験的手法を統合することで、オンライン場のダイ

ナミクスを明らかにすることにある。ビッグデータ分析と実験的手法を統合する方法はい

くつかありうるが、本研究では次の 2つの方法を主に用いた。 

 第 1はマクロ社会学実験である。マクロ社会学実験では、介入対象、研究単位が通常の実

験とは異なり、個々の個人ではなく、個々の社会となる。もちろん、それぞれの社会のダイ

ナミクスを構成するのは、人々の行為やコミュニケーション、そして相互行為である。した

がって、マクロ社会学実験では、介入対象である社会を構成する人々の行動を詳細に解析す

るためのビッグデータ分析が必要となる。このように、実験的手法とビッグデータ分析を組

み合わせたマクロ社会学実験を用いることで、社会のダイナミクスを規定する制度的条件

を因果的に明らかにすることができる。 

 第 2 はビッグデータ分析によって得られた仮説を実験的手法を用いて検証することであ

る。この方法では、ビッグデータ分析の対象と実験対象が異なるという点でマクロ社会学実

験よりも妥当性の点で劣る。しかしながら、マクロ社会学実験を実施するのはコストがかか

り、また研究関心に応じたマクロ社会学実験を常に構築できるとは限らない。そこで、なる

べく現実の社会的状況を再現した人工的、仮想的設定で実験を行い、因果的知見を得るとい

う方策も必要となる。これをここでは仮想実験による手法と呼びたい。 

 

３．研究の方法 

1) ニュース掲示板に関するマクロ社会学実験 

本研究では、ニュース掲示板サイトに匿名、

非匿名などの制度的条件が人々の行動のダ

イナミクスにおよぼす因果的影響を明らか

にする目的でマクロ社会学実験を実施し

た。実験参加者はクラウドソーシングサイ

トを通じて募集し、300名の参加者を得た。

参加者は匿名条件と非匿名条件の 2 つのニ

ュース掲示板サイト（図 1）に 150人ずつ、
図 1 



ランダムに割り当てられた。その後、参加者は 9 日間の実験期間で合計 9 つの記事につい

てコメントすることが求められた。またその間、参加者同士でのコメントや返信、リアクシ

ョンを積極的にすることが奨励された。匿名条件においては人々は「名無し」としてコメン

トを行い、コメントやリアクションを誰がしたのかは本人以外には分からない。非匿名条件

では、ハンドルネームとアイコンの使用が義務づけられ、コメントとリアクションの主体が

誰からも分かるようになっていた。実験の間、参加者たちはコメントなどのアクティビティ

の頻度、他の参加者からの評価によってランキングづけられ、非匿名条件ではランキングが

公開された。またランキングに応じて報酬が高くなるインセンティブシステムを導入した。 

 

2)架空 SNS実験 

架空 SNS 実験に基づく以下で紹介する研究はオンライン場における

文化資本が社会関係資本に転換するメカニズムをビッグデータを用い

て検討した先行研究に基づき、実験的手法でメカニズムを因果的に明

らかにすることを目的としたものである。実験参加者は「Friends 

Circle」という架空の SNSに参加する場面を想定するように求められ

た。まず参加者は自分のプロフィールを入力する。プロフィールには

趣味欄があり、音楽、映画、読書、スポーツの 4 ジャンルの各ジャン

ルにつき最大 2 つの固有名詞で自分の趣味を該当欄に記入する。その

後、50人分の他者の、趣味欄を含む架空のプロフィールを提示され、

友達申請を行うかどうかを選択するよう求められた（図 2）。 

 

４．研究成果 

1) ニュース掲示板に関するマクロ社会学実験 

匿名条件と非匿名条件では、それぞれのオンライン社会におけるダイナミクスが全く異な

ることが明らかになった。例えば、表 1に示しているように、もらったいいねの平均数は匿

名条件に比して非匿名条件が 2倍近く多い（363.3 vs. 647.7）。 逆にもらったよくないねの

平均数は圧倒的に匿名条件が多い。非匿名条件ではほとんどよくないねを受け取ることが

ない（22.3 vs. 0.5）。 リプライを含むコメント平均数は匿名条件の方が多い（100.3 vs. 59.9）。

一コメントあたりのいいね平均数を確認すると、非匿名条件の方が約 3倍多い（3.7 vs. 11.2）。 

 

表 1 

 もらったいい

ね平均数 

もらったよく

ないね平均数 

コメント平均

数 

コメントあた

りいいね平均

数 

匿名条件 363.3 22.3 100.3 3.7 

非匿名条件 647.7 0.5 59.9 11.2 

 

このように、プラットフォームの制度的条件により、オンライン場のダイナミクスは大きな

因果的影響を受けることが明らかとなった。 

 

2) 架空 SNS実験 

図 2 



 先行研究で提案されたいくつかのメカニズムについてそ

の因果的効果を実証することができた。例えば、先行研究

では、ダイアド転換メカニズムとして趣味が一致すればす

るほど、その人たちは友人になる確率が高いと議論してい

る。本研究では、実験の枠組みを用いることでその因果的

効果を実証し、大きさについても定量化することができた。

具体的には、架空 SNS実験において表示された相手が自分

と同じ趣味をもつ場合、友達申請を行う確率が 15%程度上

昇することが分かった（図 3）。このように、実験的手法を

用いることでビッグデータ分析に基づいて提案された仮説の因果

的効果を実証的に明らかにすることが可能となった。 

 

 

図 3 
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